
（別紙３）

～ R8年　2月　　28日

（対象者数） 24名 （回答者数） １８名

～ R8年　2月　　28日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専門職の中でも、経験年数に開きがあるため、今後は経験

が浅い職員が知識・技術を身に着けることができるように社

内研修等を検討していきたい。

2

・利用者様の年齢層に幅があるため、全体に向けて活動を行

うと、難しい、楽しくないと感じることがあるとのことで今

後は年齢層にわけて活動を行うことを検討していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・社外や社内研修の機会を増やし、事業所全体としての専門

性を高め、家族支援も充実していけるように新たな取り組み

を検討していきます

2

3

・専門職を配置し、多職種にて専門的な対応をとることができ

ている。

・リハビリ職がすべて揃っていることで機能訓練等の幅が広い

・専門職が多職種と連携して支援を行うことで、より質の高い

サービスを実現することができている

・活動や機能訓練を毎日行うことで、集団活動に必要なスキル

やADL面、コミュニケーション面等様々なことを向上すること

ができている

・日々の活動や機能訓練に飽きが生じることがないように活動

内容については同じ活動を繰り替えに行うことが内容に気を付

けている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・ペアレントトレーニング等、保護者支援に対する取り組みが

少ない

・ペアレントトレーニング等を通して、利用者様と保護者様に

対する家庭での支援を充実させていくことが必要であるが、職

員によっては専門的な知識や技術に差がでている

R８年　　1月　　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズ大地

○保護者評価実施期間
R８年　　1月　　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


